
介護保険サービスを利用した軽度者における要介護度変化の要因分析

• 福岡県（2002年～2003年）の介護レセプト、主治医意見書及びケアプランを用いて、無作為に抽出
した介護保険サービスを利用する要支援及び要介護１の高齢者の要介護度の変化に関連する要因を検
討した。（ n = 1,736）

• 認知症の有無は有意に要介護度の悪化と関連していた（p < 0.001）。利用者の希望をよく反映した
ケアプランは、要介護度の重度化予防に有意な効果が示された（p <0.001）。
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